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常葉大学地域連携・交流推進基本方針

〔平成 年 月 日制定〕

１．地域連携・交流の基本理念

常葉大学（以下「本学」という。）の３つの教育理念（知徳兼備、未来志向、地域貢献）

の実現に資する「ナショナル～ローカルな次元」の地域連携・交流にかかる諸活動を積

極的に支援・推進することを通して、「美しい心情をもって、国家・社会・隣人を愛し、

堅固な意志と健康な身体をもっていかなる苦難にもうち克ち、より高きを目指して学び

続ける」（常葉学園「建学の精神」）人間像の具現化を図るとともに、地域社会の活性化・

進展に資するものとする。

２．地域連携・交流の目的

本学が取り組む地域連携・交流は、地域社会の動向やニーズを的確に捉えて、地域社

会の人的基盤を支え、地域社会や地域経済の発展等に寄与することを目的として、次に

掲げる事業等を展開する。

地域の活性化等を担う人材の育成

地（知）の拠点としての大学の役割・機能の発揮

本学の資源を活かした地域社会に対する協力・支援

産官学連携による地域連携・交流事業の展開

地域連携・交流に関する学内の機運醸成

３．地域連携・交流の基本原則

本学が取り組む地域連携・交流は、以下の諸原則のもとで行うものとする。

効果性：本学の３つの教育理念の実現に対し効果的であると認められるもの

組織性：全学的ないし学部・学科等の単位で組織的に実施するもの

計画性：中長期の展望のもとで計画的に事業を実施するもの

公平性：交流事業への参加の機会が学生・教職員に平等に開かれていると認めら

れるもの

互恵性：連携先と互恵的な関係性のある事業を実施するもの

４．地域連携・交流の事業内容

本学が取り組む地域連携・交流の事業内容は、次のとおりとする。

地域の活性化等を担う人材の育成

① 地域人材の育成のためのカリキュラム・授業内容の充実

② 正課内外での地域貢献活動の実施



－ 3－

③ 学生の地域での就労促進

④ 卒業生に対する継続的な学習機会の提供

地（知）の拠点としての大学の役割・機能発揮

① 教育研究成果の情報発信及び成果還元

② 多様な学習機会の提供

③ 社会への提言活動

④ 学生の人的資源の活用

産官学連携による地域連携・交流事業の展開

① 共同研究 商品開発等 の実施

② 地域課題解決のための共同事業の実施

③ 起業及びベンチャービジネス等への支援活動

④ 地域活性化のためのイベント・実践報告会等の実施及び支援

地域連携・交流に関する学内の機運醸成

① 実践報告会・シンポジウム等の開催

② 実践事例集の作成・刊行

③ 研究推進、教育改善等に対する連携・交流事業の効果検証

５．地方自治体、各種団体等との連携・交流協定の締結

地域の特性及びニーズに応じた地域連携・交流事業を展開するため、地方自治体、各

種団体等との連携・交流協定の締結を促進する。

６．自己・外部資金を活用した地域連携・交流事業の実施

本学の専任教職員が基本理念・基本原則に沿った地域連携・交流活動を主体的に推

進することができるよう、学内における助成金の交付、外部資金への応募を促進する。

７．地域連携・交流にかかる推進組織及び環境整備

地域連携・交流の充実及び円滑な推進等を図るための学内体制を構築する。

地域連携・交流事業の充実を図るため、学内外の関係者から成る連携推進組織を

整備・運営するなど、連携推進体制及び環境の構築を進める。
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地域交流・連携推進事業 概要

 
 
本事業は、本学の教職員が個人およびクループで地域住民や関係機関等と連携を図って

地域との交流・連携事業の取組みに対して支援（所要経費の一部を交付）をするものです。 
 
助成要件及び条件 
地域の活性化又は発展に貢献又は寄与するもののほか、次のすべてに該当し、大学と

してのメリット又は効果があると認められるものに対して助成をする。 
(1) 事業の効果が本学の教育・研究に反映若しくは還元されるもの又は地(知)の拠点
である大学として相応しいと認められるもの 

(2) 本学が主体性をもって実施するもの (単なるボランティア活動又は行事への協
力は対象外とする。) 

(3) 一過性のイベントや行事ではないこと 
(4)  地方自治体、民間企業・団体又は地域団体等から資金、人的な支援又は協力等
が得られるなど、地方公共団体等との共同又は連携が明らかであるもの 

 
助成対象事業 
次のいずれかに該当する事業に対して助成をする。 
(1) 地方自治体及び民間団体等と共同又は連携して、地域活性化等を図ることを目

的として実施する事業 
  (2) 本学の研究成果等を地域に還元又は情報発信 (成果の報告又は発表等) するこ

とを目的として実施する事業 
  (3)  産官学(産学又は官学も含む。) 連携により地域や産業の活性化等を図ることを

目的として実施する事業 
(4) その他学長が特に認める事業 

 
交付対象金額 

1事業に対して、原則として 500千円を上限とする。 
 
 
 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域交流・連携推進事業 

～令和元年度 採択事業～ 
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保育学部保育学科 山本睦教授、長田真穂(代表)、阿部萌、大谷優里、加藤眞子、宮田千理、原田莉子、

長田栞奈、依田紗南、前島亜美、望月優花、田中千愛、西村悠、村松花帆、杉山和、杉本早弥、大石奈々

海、海野明日香、金子真弓、梅田美咲 

 

 

 

 昨今、保育現場で園児の「非認知能力」の育成に関心が高まっている。「非認知能力」とは、情動のコ

ントロールや最後までやり抜く力など、学びに向かう力の基礎となるものである。この非認知能力の育

成・指導案の作成に保育者と学生とが協働して取り組むプロジェクトとなっている。本プロジェクトは、

新要領・指針で求められる学力観をいち早く実践に取り込むことや、研修や講義だけでは困難な「理論

の実践への落とし込み」を目的としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業担当者 

目的・概要 

事業内容・方法 

１ 非認知能力を高める保育実践開発プロジェクト 

学生 保育者 実施日

４月

５月

６月
第１回指導計画会議準備

担当園決定
指導計画/記録表作成

プロジェクト実施日調整

７月 7/20(土）

８月 評価基準の設定　
各園で具体的計画

実施要綱作成
各園で打ち合わせ

９月 実践を撮影 指導計画に基づき実践 各園で実施

１０月 分析

１１月 11/2(土)

１２月
実践を撮影

分析
報告書作成

指導計画に基づき実践 各園で実施

１月
報告書完成

成果報告会準備

２月 報告書配布 成果報告会準備

３月 3/27(金） 中止成果報告会

園内参加者決定
非認知能力、調査法
基本文献読み込み

第１回指導計画会議　

第２回指導計画会議
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本事業では、県内 5 つの園と学生が協働し、アクションリサーチを用いて「非認知能力」を育むため

の介入方法を以下の順で行った。 

① 第１回指導計画会議で、学生が 5 つの非認知能力の理論と提示し、各園でターゲットとする非認

知能力を選択する。 

② 各園で非認知能力を育むための指導計画を作成し、実践を行う。学生は実践を撮影し、その効果

を測定する。 

③ 学生は実践効果を園にフィードバックし、園と協働して新たな実践を考える。 

④ 実践結果を踏まえ、指導計画を再検討し、2 回目の実践を行う。学生は実践を撮影し、その効果を

測定する。 

⑤ 2 回の実践による効果を最終成果としてまとめ、報告書を作成する。 

 

また、本研究を以下の 3 つの観点から分析し富士山麓アカデミック＆サイエンスフェア 2019 におい

てポスター発表を行った。 

① 保育者効力感の変化～非認知能力開発実践を通して～ 

② リズム運動と子どもの集中力の関係性 

③ 未就学児における言語的説得の問題 

 

 

 

県内 5 園での実践結果は様々であった。これに 

加え、本事業全体の成果として実践のための指導 

計画書と実践結果についての関連性を検討した。 

その結果、伸ばしたい非認知能力に合わせた到 

達基準がたてられているかどうかという点で実 

践結果に違いがみられた。1 回目の実践時からターゲットとなる非認知能力と合致している場合、最終

実践時で子どもたちに実践効果が表れていた。このような結果から、子どもたちに保育の効果が期待で

きる活動にするためには、活動のねらいに合わせた到達基準を明らかにしたうえで保育実践を行う必要

性が考えられる。 

 

 

 

 新指針、要領で新しい学力観として求められる非認知能力の育成は、今後更に保育者が説明責任を果

たさなければならないものとなっていくことが考えられる。そのため、今回のプロジェクトの効果を視

覚化するという経験はこれからの保育所、幼稚園実習での指導案の作成等にも活かすことができるもの

である。今後の学生生活でまた更に学びを深めていきたいと考えている。 

 

事業成果 

今後の展開 

1回目 2回目 1回目 2回目

富岡保育園 〇 〇 〇 〇

深良幼稚園 × 〇 × 〇

くるみ幼稚園 × 〇 〇 〇

原町幼稚園 × 未回収 × 未回収

原町保育園 〇 未回収 〇 未回収

園名
到達目標が書けている 到達基準が書けてる
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現場と実施状況の全体写真（ ） 

教育学部生涯学習学科 堀切正人（代表）、 教育学部生涯学習学科 白木賢信

教育学部生涯学習学科 鈴木守、 教育学部生涯学習学科 田井優子、 教育学部生涯学習学科 那珂元

本事業は、静岡市からの要請に応え、東静岡駅北の市有地「東静岡アーツ＆スポーツ／ヒロバ」のに

ぎわい創出事業を支援するものである。本学学生の発想力と行動力を、市政の重要課題の一端に活かす

ことを目的とする。

静岡市は、「第３次静岡市総合計画」において、中心市街地の活性化を市政の重要課題とし、その拠点

として静岡・清水両都心とともに、東静岡副都心を挙げている。そこで長年活用案が定まらず空き地と

なっていた東静岡駅北口市有地を「文化・スポーツの殿堂」として振興することとし、平成 年にはそ

の取り組みの第 弾として、敷地内の一部にローラースポ

ーツパークが開業した（指定管理による民間業者への委

託）。しかしながら、広大な芝生広場は手つかずで、活性

化には程遠い状況である。市としてはこの地のさらなる利

活用を目指して、多様な事業やイベント企画を模索してい

るところである。そこで、本事業は、若者ならではの発想

力と行動力で、市民対象のワークショップイベントを開催

することにより、にぎわいを創出し、もって大学として地

域課題に貢献しようとするものである。平成 年度に採

択され、本年は 年目となる。

「東静岡アーツ＆スポーツ／ヒロバ」の事業を所管する静岡市まちは芸術推進課、および関係する静

岡市文化振興財団等と連携しつつ、当地を会場とした一般市民対象の創作ワークショップを、学生が企

画し、実施する。その概略は、まず市関係部署と連絡を取り合い、ヒロバ全体の年間スケジュールを調

整し、イベント実施日を確定した。一方、大学内では、教育学部生涯学習学科と造形学部の博物館実習

生を中心とした学生 名を募り、現地見学、企画案提出、実施体制・スケジュールなどの立案作業を行

った。市ほかとの企画調整会議を経て企画を決定し、教員監督のもと、学生の手により事業を実施した。

ワークショップの内容は、「にぎわい創出」を目的に、できるだけ多くの一般市民が誰でも自由に参加

できるものとし、そのために申し込み不要、参加料無料、参加年齢の制約なし、開催時間内の自由参加

といった、参加しやすい実施方法を取った。具体的には、芝生広場全体を使って、ライン引きによる富

事業担当者

目的・概要

事業内容・方法 

２ 静岡市の東静岡にぎわい創出事業への支援
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士山の描画と、その上に巨大シャボン玉を作って霞をたなびかせるものとなった。また前年度の反省を

生かし、雨天でも最低限の実施ができるように、併設のコンテナギャラリー内で、糸引きアートで富士

山ほかの図形を描く室内イベントも新規に用意した。イベント名も学生たちに案出させ、「せんひきう

ぉーく巨大な富士山を描け！」に決定。広報しずおかに情報掲載してもらうなど、広報活動も前年度以

上に取り組んだ。

月 日（土）、午前 時現地集合、準備。午後 時～ 時、イベントを実施。一般参加者は 名

（前年度より 名増）。午後 時より片付け、撤収。 月、学生による反省会を行い、市関係部署への

実施報告と挨拶を行った。

実施状況 左：ライン引き、中：シャボン玉、右：糸引きアート

月の閑散期 名を超える一般市民を集客でき、東静岡のにぎわい創出に寄与できたものと思われ

る。一般参加者にとっては、広い敷地に存分にラインを引いたり、大きなシャボン玉を作って飛ばすな

ど、簡単でかつ楽しい作業ができたため、老若男女、満足いただけたようである。

静岡市にとっては、人口減とりわけ若者の県外流出が深刻化し、その対策が重要課題である状況下に

おいて、若者の参画は将来に向けて意義があったと思われる。

本学の学生にとっては、地域貢献、生涯学習の実践の場として、座学だけでは学べない多くのことを

体験できる機会となり、大きな教育的効果があった。反省会では、準備や各班の連携についての反省や、

広報・誘客の難しさについての意見とともに、企画から実施までをやり遂げた充実感も報告された。

東静岡の市有地の活用方法について、令和元年冬、多目的アリーナ建設の調査費が予算計上された。

しかしコロナ禍による諸事業凍結もあり、令和 年度以降の方針は未定ある。このことは、何もない芝

生広場が、当面存続することを意味し、その状況下において実施可能なにぎわい創出が、市の懸案とし

て継続されることを意味する。

その要請に対して、たとえば企画業者などへの事業委託で大型イベントを誘致し、一過的に大量動員

をはかるような方法も考えられようが、地域住民や学生とによる地道で継続的な活動こそがより必要で

あるとも思われ、本事業の有意義性はさらに高まると予想する。

なお本事業は、令和 年度の同事業にも申請し、採択された。平成 、 年度の成果や反省、課題は

今年度へ活かしたい。様々な内容のワークショップが立案可能である。学生たちは先輩の活動を踏まえ

て、よりよいものを目指そうとするだろ。そのような継続性、発展性も、本事業の可能性の一つである。

事業成果 

今後の展開 
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健康プロデュース学部 健康栄養学科 池谷 昌枝

発芽玄米は血糖値上昇抑制効果、腸内環境の改善、良好な便通を促すなど、多くの健康増進に役立

つ効果が認められている。本学浜松キャンパスの近郊に製造工場を構える『（株）発芽玄米』では玄米

を独自の技術で加工しており、従来の玄米の問題点であった炊飯時間の長さや硬さ、ぱさつきなどが

改良されていることが特徴的である。また、商品種類も豊富であり古代米ブレンドや、α化かつ微粉

末化したもの、フレーク状に加工し加熱時間を短縮させたものなど汎用性も高い。これらの商品は（株）

発芽玄米の においても紹介されているものの、ヒトに対する健康増進効果を言及するには至って

いない。そこで本事業では（株）発芽玄米社製の発芽玄米を用い、食後高血糖の上昇抑制効果が認め

られるかについて検証し健康増進に役立てたいと考えた。対象食品を蒸しパンとした理由は、申請者

が兼務する内科クリニックの糖尿病患者における栄養指導経験から簡便性、安価、パンへの嗜好性と

依存性により朝食や間食でパンを利用する人が多いことから、商品としてのニーズが高いと推察され

たためである。しかし、一般的なパンは精製された小麦粉に加えて脂質や糖分も多いため、血糖値の

急上昇が懸念される。同時にパン焼成時の高温加熱により終末糖化産物である （

）が老化を促進させる可能性もある。そこで本研究では、健康増進効果の高い

玄米を利用しかつ、 ℃以下の低温加熱で作成できる蒸しパンに焦点を当て、血糖値上昇抑制効果

を検証することを目指した。血糖値上昇抑制効果が認められた場合は、常葉大学と（株）発芽玄米と

の共同でオリジナルの蒸しパンとして発展させ、商品化への検討をすすめたいと考える。 

１．発芽玄米の炊飯による物性調査：（株）発芽玄米の商品である①古代米ブレンド、②柔らかソフト、

③α化発芽玄米粉、④半生発芽玄米フレイク 古代米ブレンド、⑤半生発芽玄米フレイクを標準炊飯し、

物性特徴の確認と蒸しパンへの適合性が高いものについて検討した。

２．玄米（粒）と玄米（粉）、難消化性デキストリンを配合した蒸しパンの試作と試食：１での検討結果

を踏まえて古代米フレイクとα化発芽玄米粉を混合した蒸しパンを試作・試食した。試食は健常者と糖

尿病患者で実施した。また、商品化後の流通を考慮して冷凍保存・解凍後の物性も評価した。

３．α化発芽玄米粉と難消化性デキストリン配合の蒸しパンの試作と試食：米粒は使わず玄米粉だけの

蒸しパンを作成し、 種類の味のバリエーションの検討を行った。

４．大量生産に向けての検討：オリジナル商品として開発するためには大量生産が必要となる。そこで、

事業担当者

目的・概要

事業内容・方法 

３
発芽玄米を用いた蒸しパンの血糖値上昇抑制効果の

検証と常葉オリジナル商品開発の検討

 

 
 
 

 
 
 

 健康プロデュース学部  健康栄養学科 池谷 昌枝 

 

 

 

 発芽玄米は血糖値上昇抑制効果、腸内環境の改善、良好な便通を促すなど、多くの健康増進に役立

つ効果が認められている。本学浜松キャンパスの近郊に製造工場を構える『（株）発芽玄米』では玄米

を独自の技術で加工しており、従来の玄米の問題点であった炊飯時間の長さや硬さ、ぱさつきなどが

改良されていることが特徴的である。また、商品種類も豊富であり古代米ブレンドや、α化かつ微粉

末化したもの、フレーク状に加工し加熱時間を短縮させたものなど汎用性も高い。これらの商品は（株）

発芽玄米の HP においても紹介されているものの、ヒトに対する健康増進効果を言及するには至って

いない。そこで本事業では（株）発芽玄米社製の発芽玄米を用い、食後高血糖の上昇抑制効果が認め

られるかについて検証し健康増進に役立てたいと考えた。対象食品を蒸しパンとした理由は、申請者

が兼務する内科クリニックの糖尿病患者における栄養指導経験から簡便性、安価、パンへの嗜好性と

依存性により朝食や間食でパンを利用する人が多いことから、商品としてのニーズが高いと推察され

たためである。しかし、一般的なパンは精製された小麦粉に加えて脂質や糖分も多いため、血糖値の

急上昇が懸念される。同時にパン焼成時の高温加熱により終末糖化産物である AGE（advanced 

glycation endproducts）が老化を促進させる可能性もある。そこで本研究では、健康増進効果の高い

玄米を利用しかつ、100℃以下の低温加熱で作成できる蒸しパンに焦点を当て、血糖値上昇抑制効果

を検証することを目指した。血糖値上昇抑制効果が認められた場合は、常葉大学と（株）発芽玄米と

の共同でオリジナルの蒸しパンとして発展させ、商品化への検討をすすめたいと考える。 
 

 

 

１．発芽玄米の炊飯による物性調査：（株）発芽玄米の商品である①古代米ブレンド、②柔らかソフト、

③α化発芽玄米粉、④半生発芽玄米フレイク 古代米ブレンド、⑤半生発芽玄米フレイクを標準炊飯し、

物性特徴の確認と蒸しパンへの適合性が高いものについて検討した。 

２．玄米（粒）と玄米（粉）、難消化性デキストリンを配合した蒸しパンの試作と試食：１での検討結果

を踏まえて古代米フレイクとα化発芽玄米粉を混合した蒸しパンを試作・試食した。試食は健常者と糖

尿病患者で実施した。また、商品化後の流通を考慮して冷凍保存・解凍後の物性も評価した。 

３．α化発芽玄米粉と難消化性デキストリン配合の蒸しパンの試作と試食：米粒は使わず玄米粉だけの

蒸しパンを作成し、5 種類の味のバリエーションの検討を行った。 

４．大量生産に向けての検討：オリジナル商品として開発するためには大量生産が必要となる。そこで、

事業担当者 

目的・概要 

事業内容・方法 

３ 
発芽玄米を用いた蒸しパンの血糖値上昇抑制効果の 

検証と常葉オリジナル商品開発の検討 
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浜松市の和菓子店（グーこぎく）に協力を依頼し、工場生産ラインでの作成を検討した。

５． （ ）の測定：ヒトを対象とした 値測定の前に での血糖上昇

予測が有意義だと考え、大量生産予定の試料（グーこぎく工場で作成）を用いて を測定した。

６． 年 月に５の成果を日本病態栄養学会に投稿し、現在査読結果待ちである。論文成果を事業

者と共有し大量生産及びヒト試験へと発展させる予定。ヒト試験は 年度個人研究として実施予定。

【１・２の結果】 種類の商品のうち蒸しパンの使用に適するものは③α化発芽玄米粉と④半生発芽玄

米フレイク古代米ブレンドであると評価した。古代米は赤飯のような色と味、プチプチとした食感を出

すことに役立ち、噛み応えのある蒸しパンとなった。難消化デキストリンの配合によりパサつかず、も

っちりとした食感を作り出すことができた。冷凍後の解凍では自然解凍でも良いが、電子レンジなどに

よる再加熱で、弾力があり美味しく食べられることがわかった。（図１）

【３・４の結果】味のバリエーションとして、青のりと桜エビ、米ぬかとコーヒー、みかん粉末、ねぎ

味噌、鰹節と紅ショウガの 種類を試作した。試食の結果、青のりと桜エビ、米ぬかとコーヒーが高評

価であった。（図２）これらをグーこぎくの商品開発担当者とともに大量生産と商品化の検討を行った。

その結果、消費者の嗜好性やコスト、生産作業の制約などから形状と味を変更することとなった。蒸し

パンの上部に食材を乗せずにフレーバーとして生地に味をつけることとなり、紅茶、抹茶、レモンの味

が提案され、商品サンプルとして制作された（図３）。これらは糖尿病患者にも試食され高評価を得た。

【５・６の結果】４で作成した工場生産された蒸しパンを試料とし、白米や食パンなどと比較しながら

を測定した。その結果、４の試料の は白米よりも低く、食後高血糖上昇の抑制に有効である可能

性が示唆された。現在はこの成果を論文として投稿しており、 回目の査読が終了し、修正後の結果待

ちの状態である。

（図１）古代米入り （図２）５種類の味 （図３）レモン・抹茶・紅茶

年度ではヒト試験の前に 実験を入れて を測定し、食後高血糖の抑制に有効である

可能性を見出すことができた。 年度ではヒト試験までの発展ができなかったため、 年度では

個人研究として、商品化予定の蒸しパンを使った食後血糖値の変化を検証する予定である。その後、糖

尿病患者を対象とした血糖値上昇についても検証し、疾病を持つ方々にも安心して利用できる常葉オリ

ジナル蒸しパンへと発展させていきたい。

事業成果 

今後の展開 
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健康プロデュース学部 健康栄養学科 杉浦 千佳子（代表）

健康プロデュース学部 健康栄養学科 兒山 左弓

浜松地域貢献課 松岡孝江

常葉大学健康プロデュ―ス学部健康栄養学科は、栄養や食を基盤とした健康増進の担い手としての役

割を果たす管理栄養士を育成しており、ライフスタイルに合わせた食と健康増進についての学修を目指

している。本学科が備える教育と研究力という知的財産を基に、浜松市の食育推進計画にある若者の野

菜摂取不足解消と、地産地消という観点を踏まえた新しい商品を考案することで、地元野菜や果物に関

心を持っていただくと共に健康への意識づけを図りたいと考える。また、近年、各大学では地元企業ブ

ランドとのコラボという手法で様々なオリジナル商品を開発し、地域に根差した活動を行っている。こ

れらの開発商品は、大学の広報活動や地域との交流において活用され、商品の販売を通して、本学への

関心を高める手法として大いに役立っている。しかしながら、現常葉大学では、地域社会に継続的に発

信できる独自のアイデア商品に乏しいのが現状である。

そこで、本事業では、常葉大学「健康栄養学科」の健康をイメージした商品を、素材や手作りにこだ

わる地元洋菓子店「モンターニュ」と野菜や果物を栄養価の高いパウダー製造技術をもつ「浜松ベジタ

ブル株式会社」と共同で、産学連携という話題と を兼ねた持続的に注目される商品開発を行うこと

を目的とする。

１．地域特産品を利用した焼き菓子（クッキー）のオリジナル商品の試作

焼き菓子（クッキー）は、保存期間が長い、幅広い年代に愛される、素材にこだ

わることができる、低価格で提供できるなどの点に優れ、商品開発しやすいお菓子

である。健康栄養学科の学生アイデアを元に、地元企業の協力を得て試作を行った。

２．オリジナルクッキーの商品化の検討

学内試食会において教職員 名、キトルス祭（浜松キャンパス大学祭）と「産業振興フェア いわ

た」において地域住民 名、 名を合わせた 名を対象に試食アンケート調査を実施した。その

結果をもとに試作品を評価し、商品化をするクッキーを決定した。

３．試行販売の実施

令和 年 月 日常葉大学浜松キャンパス卒業式において販売（ 個）を実施した。

事業担当者

目的・概要

事業内容・方法 

４ 地域特産品を利用した常葉オリジナル商品の開発

＜学生考案によるクッキー試作品＞ 

 

 
 
 

 
 
 

 健康プロデュース学部 健康栄養学科 杉浦 千佳子（代表） 

健康プロデュース学部 健康栄養学科 兒山 左弓 

浜松地域貢献課 松岡孝江 

 

 

 

常葉大学健康プロデュ―ス学部健康栄養学科は、栄養や食を基盤とした健康増進の担い手としての役

割を果たす管理栄養士を育成しており、ライフスタイルに合わせた食と健康増進についての学修を目指

している。本学科が備える教育と研究力という知的財産を基に、浜松市の食育推進計画にある若者の野

菜摂取不足解消と、地産地消という観点を踏まえた新しい商品を考案することで、地元野菜や果物に関

心を持っていただくと共に健康への意識づけを図りたいと考える。また、近年、各大学では地元企業ブ

ランドとのコラボという手法で様々なオリジナル商品を開発し、地域に根差した活動を行っている。こ

れらの開発商品は、大学の広報活動や地域との交流において活用され、商品の販売を通して、本学への

関心を高める手法として大いに役立っている。しかしながら、現常葉大学では、地域社会に継続的に発

信できる独自のアイデア商品に乏しいのが現状である。 

そこで、本事業では、常葉大学「健康栄養学科」の健康をイメージした商品を、素材や手作りにこだ

わる地元洋菓子店「モンターニュ」と野菜や果物を栄養価の高いパウダー製造技術をもつ「浜松ベジタ

ブル株式会社」と共同で、産学連携という話題と PR を兼ねた持続的に注目される商品開発を行うこと

を目的とする。 

 

 

 

１．地域特産品を利用した焼き菓子（クッキー）のオリジナル商品の試作 

焼き菓子（クッキー）は、保存期間が長い、幅広い年代に愛される、素材にこだ

わることができる、低価格で提供できるなどの点に優れ、商品開発しやすいお菓子

である。健康栄養学科の学生アイデアを元に、地元企業の協力を得て試作を行った。 

２．オリジナルクッキーの商品化の検討 

学内試食会において教職員 28 名、キトルス祭（浜松キャンパス大学祭）と「産業振興フェア in いわ

た」において地域住民 255 名、169 名を合わせた 452 名を対象に試食アンケート調査を実施した。その

結果をもとに試作品を評価し、商品化をするクッキーを決定した。 

３．試行販売の実施 

 令和 2年 3 月 14 日常葉大学浜松キャンパス卒業式において販売（100 個）を実施した。 

事業担当者 

目的・概要 

事業内容・方法 

４ 地域特産品を利用した常葉オリジナル商品の開発 

＜学生考案によるクッキー試作品＞ 
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１．地域特産品を利用した常葉オリジナルクッキーの商品化

常葉大学健康プロデュ―ス学部健康栄養学科の学生が、健康と安全性、食材の特性や原価率算定など

これまで習得した知識を生かしてレシピを考案した。学生と地元洋菓子店「モンターニュ」、地元企業

「浜松ベジタブル」とが連携することにより、それぞれの知識や技術を活用した常葉大学オリジナルク

ッキー（いちご・みかん・ほうれんそう・かぼちゃ・じゃがいもの 種類）を開発することができた。

学生考案レシピの商品化には、大量生産する場合の製造方法、価格、安定した品質や味の保証などの問

題があったが、学生と「モンターニュ」菓子店との間で、より良い商品を実現化するための意見交換を

活発に行い、「モンターニュ」の製造技術の助けにより、商品の改良を行うことができた。学生は、工場

で大量製造する場合の商品開発の難しさを経験し、教育研究的成果を得ることができたといえる。

２．アンケート調査結果

多くの地域住民の方に協力を得て、幅広い年齢層の方に試食アンケート調査を実施することができた。

参加者は、常葉大学健康栄養学科の学生が考案し、地元の有名店である「モンターニュ」が製造のクッ

キーであることや、「浜松ベジタブル」の独自技術による地元特産品を使用した微粉末パウダーの風味

が他にはない商品であると関心を持ってくれた。また、健康栄養学科の特色を生かした商品として、地

元野菜を使用した無添加で健康・安心・安全という商品つくりにも共感を示してくれた。みかんやいち

ごなどイメージが湧きやすい果物を使用している甘いクッキーの人気が高かったが、野菜を使用したク

ッキーは野菜本来の甘みや風味を感じられるとの意見も多くあった。今後、常葉大学オリジナル商品と

しての定着化を図ることで、地元野菜への興味、野菜摂取の大切さを知るきっかけになることを期待し

たい。

３．常葉オリジナルクッキーの試行販売

常葉オリジナルブランド「とこはクッキー」として試行販売を実現した。

試行販売を実施するまでに至ったことで、参加した学生は、健康栄養学科

で学んだ栄養学の知識を実際の商品化に生かすという実践的プロセスを

学ぶことができ、大きな収穫を得ることができた。商品販売実施するにあ

たり、販売価格、パッケージなどについてはさらに検討が必要であること、

素材へのこだわりと販売価格のバランスや消費者に選ばれるためのセー

ルスポイントの重要性などを認識することができた。

４．事業成果の情報発信

新聞やテレビ、大学ホームページにも報道されることで地域住民や学生への情報提供ができ、地域の

特産物への理解を深め、野菜摂取の必要性や健康に対する意識を啓発するよい機会となった。本学健康

栄養学科が、健康や安全性を重視した商品づくりを進めた地元企業とコラボ商品に、常葉大学というブ

ランドを活用することで大学の広報の一翼も担うことができると実感できた。

本事業において開発したオリジナル商品を、素材にこだわった、からだにやさしいクッキーとして定

着を図るため、商品パッケージの開発とチラシ作成に取り組みを検討したいと考えている。また、 で

の紹介を行い、常葉大学ブランドとして持続性のある商品の利用と促進を目指す。

事業成果 

今後の展開 

＜試行販売「とこはクッキー」＞
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 村瀬 慶紀（研究代表者：経営学部経営学科講師）、佐野 準（浜松地域貢献課副主任） 

古橋 祐基（経営学部経営学科４年）、渡辺 竣也（経営学部経営学科４年）、 

新山 仁美（経営学部経営学科４年）、佐藤 優成（経営学部経営学科４年） 

 

 

 

 本事業は観光の視点から天竜浜名湖鉄道の魅力を再発見し、沿線の活性化につなげることを目的に、

学生が主体となって旅行プランの造成に取り組むことが目的である。その成果は天竜浜名湖鉄道の方々

に報告し、評価が高かったプランは実際に車両を貸し切って、旅行ツアーとして商品化した。商品化さ

れたツアーは、学生が主体となってオペレーションを行い、旅行商品の企画・造成からツアーの実践ま

での流れを経験し、リアルビジネスを通じた学生教育の質的向上及び沿線の魅力度向上に寄与した。 

 

 

 

 2019 年 4 月より同事業がスタートし、5 月には天竜浜名湖鉄道営業課の方から趣旨説明と旅行ツアー

を造成する際の注意点に関する講義を受けた。学生は定期列車のタイムテーブルに合わせて貸切列車の

ダイヤを組むこと、ツアーを催行できる最少催行人数の設定、旅客車両で出来ること等の制約について

理解を深めた。最終的に学生は 3グループに分かれて、観光ガイドブックやパンフレット等を参考に現

地調査を行い、各班でゼミの授業時間を活用しながらツアーの原案を作成した。 

 8 月には各グループの原案をもとに、天竜浜名湖鉄道の方々をお招きし、「中間報告会」を開催した。 

 報告会では３つの原案が示されたが、タイムスケジュールの現実性、商品としての魅力、集客方法

など各グループで課題が残り、メンバーは再び調査を行ったり、修正や変更を求められた。その後は

天竜浜名湖鉄道営業課の方が各グループのメンバーに対してアドバイスを行う機会を設け、より現実

的な商品化に向けて作業が進んでいった。 

 12 月の「成果報告会」では最終的に３つの旅行商品（餃子を食べるだけでなく、老舗餃子店の店主

による講演会や餃子製造工場の見学を取り入れた「浜松餃子列車」、静岡県内の地酒 7 銘柄をクイズ形

式で楽しみながら飲むことができる「利き酒列車（日本酒の銘柄当てクイズ）」、そして鬼のお面を作

成し、降車後にみんなで豆まきを行う「鬼退治豆まきトレイン」）が提案された。その後、天竜浜名湖

鉄道の方に審査をしていただき、最終的には「鬼退治豆まきトレイン」が旅行商品として販売される

ことが決定した。既述のとおり、本事業は学生が添乗員となってツアーをオペレーションすることか

ら、準備には多くの時間と労力（商品化に向けた最終調整、支出予測、チラシ製作や広報宣伝等）が

予想され、企画したグループに他のグループが協力する形で当日に向けた役割分担がなされた。 

事業担当者 

目的・概要 

事業内容・方法 

５ 
天竜浜名湖鉄道の沿線活性化を目指した 

旅行周遊プランの造成と実践 
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常葉大学経営学部村瀬ゼミ×天竜浜名湖鉄道コラボ企画 

『天浜で GO！ 鬼退治豆まきトレイン』 

当日は晴天にも恵まれ、お子様連れの家族を中心に約 20 名を乗せ、

掛川駅を出発した。車内では、節分に関する豆知識の紹介やクイズ大

会、鬼のお面づくりなどが行われた。途中、原谷駅から学生が扮した

鬼が登場するサプライズ等もお客様を楽しませるために考案した。 

天竜二俣駅に到着後は、同駅で開催されている『洗って！回って！

列車で GO！』のツアーに参加し、電車の洗車機体験、転車台乗車体

験、そして鉄道歴史館を見学した。昼食後はメインイベントである豆

まきと、浜松市マスコットキャラクターの出世大名家康くんと出世法

師直虎ちゃんも交えた記念写真撮影会が行われ、最後にお菓子の抽選

会も開催された。 

 

 

 

 

 

 地域社会への貢献としては、天竜浜名湖鉄道沿線の魅力を学生ならではの新しい視点で発信するきっ

かけとなり、参加者の方にも一定の満足度を得ることが出来た。 

 教育への貢献としては、単なる調査、提案のみならず、実践までの責任を担う新しい形での学修プロ

グラムの試みが行われ、学生は日頃の勉学はもちろんのこと、キャリア形成にも良い影響を与えた。 

 

 

 

 天竜浜名湖鉄道と本学浜松キャンパスの連携事業は、花のリレー・プロジェクトの関連事業や観光マ

ップ（自転車で巡る「ゆったりのんびり天浜線ポタリングマップ」）の共同製作など、多岐にわたってい

る。今後は各学部の特徴を生かすことのみならず、学部横断型のプロジェクトを企画することによって、

大学の資源を地域に還元し、同時に学生の学びにも寄与することが期待される。 

＜その他＞本事業の活動が下記の報道機関において取り上げられた。 

〇静岡新聞 2019 年 12 月 12 日号朝刊掲載、2020 年 1 月 30 日号朝刊掲載 

〇中日新聞 2019 年 12 月 25 日号朝刊掲載 

〇大学新聞 3 月号 (177 号) （発刊日：3 月 12 日(木)） 

〇浜松ケーブルテレビ「ウィンディニュース さんちょく」（2 月 4 日（火曜日）10 時 00 分から）放映。 

事業成果 

今後の展開 

▲鬼退治豆まきトレインチラシ 

▲ツアーの最終調整の様子 ▲当日のツアーの様子（１） ▲当日のツアーの様子（２） 

常葉大学経営学部村瀬ゼミ×天竜浜名湖鉄道コラボ企画

『天浜で ！ 鬼退治豆まきトレイン』

当日は晴天にも恵まれ、お子様連れの家族を中心に約 名を乗せ、

掛川駅を出発した。車内では、節分に関する豆知識の紹介やクイズ大

会、鬼のお面づくりなどが行われた。途中、原谷駅から学生が扮した

鬼が登場するサプライズ等もお客様を楽しませるために考案した。

天竜二俣駅に到着後は、同駅で開催されている『洗って！回って！

列車で ！』のツアーに参加し、電車の洗車機体験、転車台乗車体

験、そして鉄道歴史館を見学した。昼食後はメインイベントである豆

まきと、浜松市マスコットキャラクターの出世大名家康くんと出世法

師直虎ちゃんも交えた記念写真撮影会が行われ、最後にお菓子の抽選

会も開催された。

地域社会への貢献としては、天竜浜名湖鉄道沿線の魅力を学生ならではの新しい視点で発信するきっ

かけとなり、参加者の方にも一定の満足度を得ることが出来た。

教育への貢献としては、単なる調査、提案のみならず、実践までの責任を担う新しい形での学修プロ

グラムの試みが行われ、学生は日頃の勉学はもちろんのこと、キャリア形成にも良い影響を与えた。

天竜浜名湖鉄道と本学浜松キャンパスの連携事業は、花のリレー・プロジェクトの関連事業や観光マ

ップ（自転車で巡る「ゆったりのんびり天浜線ポタリングマップ」）の共同製作など、多岐にわたってい

る。今後は各学部の特徴を生かすことのみならず、学部横断型のプロジェクトを企画することによって、

大学の資源を地域に還元し、同時に学生の学びにも寄与することが期待される。

＜その他＞本事業の活動が下記の報道機関において取り上げられた。

〇静岡新聞 年 月 日号朝刊掲載、 年 月 日号朝刊掲載

〇中日新聞 年 月 日号朝刊掲載

〇大学新聞 月号 号 （発刊日： 月 日 木 ）

〇浜松ケーブルテレビ「ウィンディニュース さんちょく」（ 月 日（火曜日） 時 分から）放映。

事業成果 

今後の展開 

▲鬼退治豆まきトレインチラシ

▲ツアーの最終調整の様子 ▲当日のツアーの様子（１） ▲当日のツアーの様子（２）

常葉大学経営学部村瀬ゼミ×天竜浜名湖鉄道コラボ企画

『天浜で ！ 鬼退治豆まきトレイン』

当日は晴天にも恵まれ、お子様連れの家族を中心に約 名を乗せ、

掛川駅を出発した。車内では、節分に関する豆知識の紹介やクイズ大

会、鬼のお面づくりなどが行われた。途中、原谷駅から学生が扮した

鬼が登場するサプライズ等もお客様を楽しませるために考案した。

天竜二俣駅に到着後は、同駅で開催されている『洗って！回って！

列車で ！』のツアーに参加し、電車の洗車機体験、転車台乗車体

験、そして鉄道歴史館を見学した。昼食後はメインイベントである豆

まきと、浜松市マスコットキャラクターの出世大名家康くんと出世法

師直虎ちゃんも交えた記念写真撮影会が行われ、最後にお菓子の抽選

会も開催された。

地域社会への貢献としては、天竜浜名湖鉄道沿線の魅力を学生ならではの新しい視点で発信するきっ

かけとなり、参加者の方にも一定の満足度を得ることが出来た。

教育への貢献としては、単なる調査、提案のみならず、実践までの責任を担う新しい形での学修プロ

グラムの試みが行われ、学生は日頃の勉学はもちろんのこと、キャリア形成にも良い影響を与えた。

天竜浜名湖鉄道と本学浜松キャンパスの連携事業は、花のリレー・プロジェクトの関連事業や観光マ

ップ（自転車で巡る「ゆったりのんびり天浜線ポタリングマップ」）の共同製作など、多岐にわたってい

る。今後は各学部の特徴を生かすことのみならず、学部横断型のプロジェクトを企画することによって、

大学の資源を地域に還元し、同時に学生の学びにも寄与することが期待される。

＜その他＞本事業の活動が下記の報道機関において取り上げられた。

〇静岡新聞 年 月 日号朝刊掲載、 年 月 日号朝刊掲載

〇中日新聞 年 月 日号朝刊掲載

〇大学新聞 月号 号 （発刊日： 月 日 木 ）

〇浜松ケーブルテレビ「ウィンディニュース さんちょく」（ 月 日（火曜日） 時 分から）放映。

事業成果 

今後の展開 

▲鬼退治豆まきトレインチラシ

▲ツアーの最終調整の様子 ▲当日のツアーの様子（１） ▲当日のツアーの様子（２）



 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学生による地域連携活動 

～事例報告～ 



－ 18 －

「銀ぶらマルシェ」にて「子どものあそび広場」を企画しました



－ 19 －

七夕バザールに出店しました



－ 20 －

学生が学びとワクワクを提供！

キッズオープンキャンパス開催



－ 21 －

産学官連携による地域貢献事業

「静岡浅間通り商店街 フィールドワーク」を実施しました



－ 22 －

とこは未来塾－ ：

三保松原 清水港のフィールド調査を行いました



－ 23 －

ミナトブンカサイが開催されました

学生ボランティア組織「ココスタ」が学内でフードドライブ実施



－ 24 －

地域の方の健康増進のために「北区☆健康フェア」開催



－ 25 －

静岡ホームゲームにて防災ブースを出展



－ 26 －

常葉大学公式サイト内に「 とこは 通信 －新型コロナ

ウイルスを考える－」の掲載がはじまりました

 

 

※令和２年８⽉６⽇の連載終了まで、全 50 回分の記事を掲載しました。 

常葉大学公式サイト内に「 とこは Web 通信 －新型コロナ

ウイルスを考える－」の掲載がはじまりました 


